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国東市新庁舎建設工事の
進捗状況をお知らせします
　４月に入り新庁舎建設
は、いよいよ地上部分の
工事が始まりました。国
道213号側の仮囲いを西
側に下げて、工事車両駐
車場とコンクリート打設
の機材配置のため、新た
に空地を設けます。これ
により、出入口は今まで
よりも見透しがよくなり
ます。
　今後は足場を組んで、大型クレーンにより地上階の躯体工事となります。資材の搬入が多いため
ガードマンを付けて、市民の皆様の安全を最優先に誘導します。
　なお、各階部分のコンクリートを打設する数日間に限り、国道側の道路使用許可を取り、ポンプ
車・生コン車を配置します。歩行者の安全確保のため路側帯に歩道を作ります。通行の際は、ガー
ドマンが安全に誘導しますのでご協力をお願いします。

【問合先】　庁舎建設室　☎０９７８－７２－１１１１（内線 ２４０）
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【問合先】　総務課 防災係　☎０９７８－７２－１１１１
　　　　　　各総合支所 地域総務課
　　　　　　　国見☎８２－１１１１　武蔵☎６８－１１１１　安岐☎６７－１１１１

防災行政無線 戸別受信機
　設置申請書の提出はお済みですか

～今の受信機は使えなくなります～
　現在、防災行政無線の市内統合整備工事

を行っています。工事に伴い、お使いに

なっている各家庭の戸別受信機は、今後使

えなくなります。新しい受信機への取替え

が必要となりますので、すでにお配りして

いる「設置申請書」の提出をお願いします。

　なお、新しい受信機は各世帯に１台、無

償で貸出をします。設置は５月から12月

にかけ、業者が各家庭に訪問し交換を行い

ます。皆様のご協力をお願いします。 ▲市役所の防災無線設備と家庭用戸別受信機

お済みですか

～今の受信機は使えなくなります～～今の受信機は使えなくなります～～今の受信機は使えなくなります～～今の受信機は使えなくなります～
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